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1. 緒言

210Pb (β-, 22.3 年) は, 土壌等地殻物質中の

226Ra が壊変してできた 222Rn が不活性ガスのた

め放散し, 4 つの短寿命核種を経て大気中に生成

する. その後, 210Pb は降下物とともに地表や海底,

湖底等に沈積する. その沈積した過剰 210Pb は堆

積年代測定に用いられる.

一方, 7Be (EC, 53.3 日) は大気中の窒素, 酸素

等と核破砕反応により, 主に成層圏で生成し, 降

下物とともに地表等に沈積する.

本研究では, 起源の異なる 210Pb と 7Be がなぜ

降下量において相関を示すのか, また, その変動

や地域による差異の要因は何なのか, 等について

報告する.

2. 実験

2-1 試料

2000 年 1 月から 12 月まで気象庁長崎海洋気

象台観測露場並びに気象研究所 (つくば) に設置

したプラスチック製大型水盤各々約 4 m2 と約 2

m2 に捕集された月間降下物を, 純水で洗浄して

20 リットルのポリエチレン容器中に採取した.

得られた降下物試料は化学処理を加えずに蒸発濃

縮して固体状として, 直径約 6 cm のポリエチレ

ン容器に充填した.

2-2 γ線放出核種の分析

γ線放出核種の分析には, 検出器に ORTEC の

広範囲エネルギー用高純度 Ge 半導体検出器

GMX-15190-P ( 相対効率 : 20.4%, 半値幅 :

122keV において 1.12keV, 1.33MeV において

1.9keV), 多チャンネル波高分析器 (MCA) に

SEIKO EG&GのMCA7700を使用した.

γ線の測定は, 分析試料を直径約 6 cm のポリ

エチレン容器に充填した状態で 80,000 sec, バ

ックグラウンドを試料を充填していない状態で

300,000 sec 行った.

解析には, Seiko EG&G Spectrum Navigator

(γスタジオ) の環境分析プログラムを使用した.

放射能の半減期補正 (試料を採取した時点での放

射能に補正), 試料充填高の違いによる自己吸収

の補正, バックグラウンド補正, 試料の密度補正

をプログラム上で行い, γ線スペクトルから得ら

れる値を放射能値に変換した.

3. 結果および考察

2000 年長崎およびつくば月間降下物試料にお

ける 210Pb と 7Be 降下量の関係を, 図 1 に示す.

なお, 図中の数字は採取した月を表すが (以下同

じ), 図 1 では 1-3 月と 12 月でつくば降下物中

の 7Be が検出されていないため, 長崎降下物につ

いてのみ表示した.

図 1より, 210Pb および 7Beの降下量は互いに
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良い相関を示すが (長崎降下物で R = 0.745, つ

くば降下物でR = 0.921), 明瞭な季節変化は認め

られない.

ここで, 2000 年長崎月間降下物試料における

降水中の 210Pb と 7Be 放射能濃度の関係を図 2 に

プロットする. 同様に, つくば月間降下物試料に

ついて図 3にプロットする.

図 2 および図 3 より, 降水中の 210Pb と 7Be 放

射能濃度の相関係数は, 長崎降下物で R = 0.853,

つくば降下物でR = 0.828 と共に高い値を示すが,

同時に明瞭な季節変化を示していることが分かる.

即ち, 両核種の濃度は夏期 (南風時) に低く, 冬

期 (北風時) に高い傾向がある. このことは, 両

核種とも降水現象と密接に関係して降下しており,

かつ, 南風時より北風時に高濃度で降下している

ことを示唆している. この原因は, 210Pb について

は北方の大陸が主な起源であること, 7Be につい

ては, 緯度効果により高緯度地方の方がより多く

生成されていることと関係している可能性がある.

次に, 2000 年長崎およびつくば月間降下物試

料における降水中の 210Pb 放射能濃度の相関を図

4 に, 同様に, 7Be 放射能濃度の相関を図 5 に記

載する.

図 4 および図 5 から明らかなように, 長崎およ

びつくば降下物における降水中の 210Pb 放射能濃

度の相関係数は R = 0.902 と高い値を示すが,

7Be 放射能濃度の相関係数は R = 0.686 と比較的

低い. このことは, 210Pb より 7Be の方が地域に

より変動しやすいことを示している. また, 冬期

の 7Be は検出されていないが, 両核種とも長崎お

よびつくば降下物において明瞭な季節変化を示し

ている. 以上のことは, 地域による降下量の差異

は降水現象と密接に関係していることを示唆して

いる.

4. 結論

大気降下物中の 210Pb および 7Be 放射能濃度を

降水中の濃度で表すと, 一般に両核種や地域間で

高い相関を示し, かつ, 季節変化も明瞭となった.

本研究より, 両核種の降下量の変動や地域による

図 1 2000 年長崎およびつくば月間降下物試料におけ

る 210Pb と 7Be 降下量.

図 2 2000 年長崎月間降下物試料における降水中の
210Pb と 7Be 放射能濃度.

図 3 2000 年つくば月間降下物試料における降水中の
210Pb と 7Be 放射能濃度.
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差異は, 降水現象と密接に関係していることが判

明した.
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図 4 2000 年長崎およびつくば月間降下物試料におけ

る降水中の 210Pb 放射能濃度.

図 5 2000 年長崎およびつくば月間降下物試料におけ

る降水中の 7Be 放射能濃度.




